
科目区分 専門基礎分野 授業科目 病態治療論Ⅳ 感覚器系 

講師名 廣﨑邦紀・執行延明・

市川健司・曽根理紗

子・伊藤栄祐 

実務経験の有無 有 

単位数（時間） 1単位（30時間） 開講年次 1年次 後期 

目的： 感覚器系に疾患を持つ患者の身体的アセスメントができる基礎的知識を習得し、

治療の方法を理解する 

目標：  1) 感覚器疾患の主な症状と病態生理について理解できる。 

    2）感覚器疾患に関連する検査・治療・処置について理解できる。 

    3) 主な感覚器疾患の病態生理・症状・治療について理解できる。  

回 時間 講 義 内 容 

1 ２ 

 

眼の症状とその病態生理 

 

眼の検査と治療・処置 

 

・視機能に関連した症状、視機能に関連

しない症状、 

・各種検査、治療、角膜の疾患とその手

術、網膜・硝子体の疾患と手術、水晶体

の疾患と手術、緑内障とその手術、 

 

2 ２ 

 

疾患の理解 ・機能の障害 

・眼瞼、結膜、涙器、強膜、ぶどう膜、

眼球・眼窩、視神経・視路 

・外傷 

3 1 

 

耳鼻咽喉・頸部の構造と機能 

症状とその病態生理 

耳の構造 

 

耳・鼻・咽頭・喉頭にあらわれる症状と

病態生理 

４ 2 検査と治療 

 

診察と診断の流れ 

・聴力検査、平衡機能検査、耳管通気検

査、顔面神経機能検査、鼻・副鼻腔検査、

内視鏡検査、嗅覚検査、味覚検査、画像

検査、喉頭ストロボスコピー 

・耳、鼻、口腔・咽喉頭、気道・食道・

頸部の処置と手術 

５ 2 

 

疾患の理解 外耳、中耳、内耳・後迷路性疾患 

外鼻、鼻腔、副鼻腔疾患 

咽頭、喉頭疾患、唾液腺疾患、気道・食

道・頸部疾患と音声・言語障害 



6 1 

 

アレルギー・膠原病の検査と

治療・処置 

 

疾患の理解 

・アナフィラキシーの症状 

・膠原病の診断までの流れ、検査、治療

方法 

・関節リウマチ、全身性エリテマトーデ

ス、シェーグレン 

7 2 

 

皮膚の症状 

検査・治療、処置 

 

 

 

 

 

 

疾患の理解（皮膚） 

・発疹、掻痒 

・皮膚科的検査法、病原微生物の検査

法、病理組織検査法、分子生物学的検査

法 

・全身療法、外用療法、手術療法、光線

療法、レーザー療法、放射線療法、電気

外科、凍結療法、温熱療法、ケミカルピ

ーリング 

・湿疹、皮膚炎、蕁麻疹、痒疹、紅斑症、

薬疹、紅皮症、水疱症、膿疱症、角化症、

炎症性角化症 

・真皮、皮下組織の疾患、肉芽腫症、汗

腺、毛髪、毛包脂線形の疾患、爪の疾患 

・物理・化学的皮膚障害 

8 2 

 

疾患の理解（皮膚） ・上皮系腫瘍、メラノサイト系腫瘍、間

葉系腫瘍、色素異常症、母斑症 

・一般細菌感染症、皮膚結核、ハンセン

病、真菌感染症、ウイルス感染症、性感

染症、寄生虫・動物が関与する疾患 

・膠原病 

講義方法 講義 

評価方法 単位認定試験 

テキスト 医学書院：系統看護学講座専門分野 成人看護学 11アレルギー 膠原病 感染症 

医学書院：系統看護学講座専門分野 成人看護学 12皮膚 

医学書院：系統看護学講座専門分野 成人看護学 13眼 

医学書院：系統看護学講座専門分野 成人看護学 14耳鼻咽喉 

備考  

 


